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その 村 は、 東京から 三時 間 も か ゝらぬ 遠 さで あり、 

私が 長い間 住 なれたと ころで あつたが 私 は 最早 まる 一 

年 も 帰らなかった。 恰度、 一年 前の 今ごろ 私 は カバン 

を 一 つぶら さげて 芝居 見物に 上京した ま、 o 

それ 故、 また カバン を 一 つぶら さげて 戻って 来た 私 

達の 姿 を 見出した 口— タスと いふ 村の 酒場の 娘 は、 

「まあ、 随分 永い 芝居 見物で したわね ご 

とうらみ と 苦笑 を ふくんだ 鼻声で、 私の 妻の 胸に 両 

腕 を かけて つぶやいた。 



村での 私達の 原始 生活に 就ての 幾つ か の 小説 を 読んだ 

ら、 是非 自ら 村 を 訪れて 見たい とい ふこと になった の 

で、 わざ/ \ さそって 来たので ある。 そして 先づ、 あ 

れらの 原始 生活での か y やかし い ヒロイン である 口 ー 

タスの 姫君に 紹介す る 所以で ある —— など、 いふ 意味 

のこと を 伝へ た。 

そして チル 子が 好奇に みちた 腕 を 差 伸ばして、 熱意 

のこ もった 握手 を 求める と、 キヨ は真ッ 赤に なって、 

「まあ、 あたし うれしい わご 

といった。 窓 下の 野菜畑の ふちに 立ちな らんで ゐる 

梅が 満開であった。 



の 傍らに 焚き火 をしながら 一 ニニ 日で 東京に 帰らな けれ 

ばなる ま い —— など 、思って ゐた。 

丘の 向 ひ 側 を 走る 汽車の 汽笛の 音が 時折 かすかに 

ひ、 V いた。 —— 午までに チル 子が 五 尾、 妻が 七 尾の 小 

鮒 を 釣り あげた。 私達 は、 これら を 生した ま、 持ち帰 

つて 泉水に 放す つもりだった。 

「お— い、 お— いご 

池の 向 ひ 側の 堤で、 三輪 馬車 をと めて 手 を あげて ゐ 

る 人が あるので、 注意して 見る と、 馬蹄 鍛冶屋の 若者 

の R であった。 私 は、 少々 退屈 をして ゐた ところ だつ 

たので 向 ふ 側に 龃け て 行き、 



「何う したの —— おれ 達を迎 へに 来て 呉た のなら 何故 

こんな 処に車 を 止めて ゐる のさ？」 と 訊ねた。 

「それ は …… その …… 」 

R は、 吃音で つぶやいた。 そして、 シ— トの 中から 

赤い リボンで 結んだ 白 ハチ スの 花束 をと り 出して、 

「チル さんに これ を 上げて くれません か …… 万一 日本 

語で ない 言葉で 話しかけられたら 堪 まらな い —— と懸 

念して、 こんな 所に 車 を 止めたん だが …… あ、、 それ 

よりも 私 は 勝った。 未だ 花束 をと y けた 者 は 一 人 もな 

いだら うご 

村の 若者の 間で は 昨日から チル さんの 評判で 持ち切 



婦人 達 は 顔 を 見合せ てゐ たが、 やがて、 はっきりと 

うな、、 つ いたので 私 は 尺に、 

「o . K だって さ」 と 通じた。 

「では、 この 馬車 を このま、 此 所に 残して 置く からと 

…：- J 

R は、 私 だって 日本語 だけで 話して ゐる にも 関 はら 

ず、 いちいち 言葉の 伝達 を 私に 乞 ふので あった。 余程 

深刻な ガ— ル • シャイに か、 つて ゐる らしい。 

河原 を 出 はづれ ると 眼 近 かの 鎮守 の 森の 傍ら にある 

口 ー タスで 私 は 二人 を まつこと にして、 R と 伴れ 立つ 

た。 



ところが 河原から 社の 森ち かくまで 歩く およそ 一 哩 

ばかりの 道程の 間で 私 は 次々 に 花束 を 手に した 幾人 も 

の 若者に 取り巻かれて、 まるで 私自身が 歓迎 攻めに 遭 

つて ゐ るかの やうな 不思議な 光景に 出 遭った。 

「私 は 今朝 未明に 起きて、 わざわざ S 町まで 馬 を 飛ば 

せて 漸くの 思 ひで、 この 花束 を 買って 来たので した。 

その 由 を 伝へ て、 是非とも 遠来の タル ニシァ 姫へ ：：： 」 

「僕 は あの 業 慾な 地主の 温室に 忍び込んで、 この 花束 

をつ くって 来たの だ。 地主の 悴は村 一番の 見事な 花輪 

を 造って チル さんの 御 気 嫌 をと る 目ろ みだった ところ 

が、 花 泥棒に 出し抜かれ たの を 今朝 気がついて 卒倒し 



たさう だ。 僕 は 今夜に でも あの 悴と 森の奥へ 行く (決 

闘の 意) だら う。 —— 命の こもった この 花束 を、 今の 

うちに、 どうぞ 」 

「 …… 私 は 昨夜、 一 睡も 眠れず …… 」 

「 …… 今 はもう 何う する こと も 出来ない 恋の 矢に 射抜 

かれて …… 」 

「あの 娘が 息つ いた 空気 を おれ は 追 かけて、 昨夜 は 娘 

の 部屋の 窓 下で …… 」 

私 は、 叫喚に とりまかれて 身動き もなら なかった。 

私 は恰で 蛍の やうに 眼と なく 鼻と なく 花束で 叩かれて 

息苦しく 咽びながら、 



…：- J 

「お前が 何時も 傍に ゐ るんで 機会がない よご 

「同じ 日本語で も おれ 達の それ は 通訳がなければ 役に 

立たぬ の を 知って ゐる くせに …… 」 

「 …… お、、 接吻！ 考 へた、 V けで も おれ は 昏倒し さ 

うだ ご 

「 」 

など、 不平 さう に 眩いだ。 

私 は、 わけの わからぬ 権力者で あるかの やうに、 尊 

敬され たり、 呪 はれたり、 得意に されたり しながら 花 

束の グル ゥプ におされ て、 口— タスの 店に 着いた。 



は 忽ち 水 を 打った やうに 寂と して、 ある 者 は 壁に、 あ 

る 者 は 卓子に、 また 或 者 は 床に、 耳 をお しっけて 息 を 

殺した 不思議な ガ— ル . シャイ 達で ある 彼等 は、 内で 

ばかり この やうに 悶々 とする ばかりで、 見定めに 出か 

ける 勇気の ある 者 さへ なかった。 —— 娘と 出 遇 ふと 誰 

も 慌て、 横 を 向いた ま、 物 を も 言 はずに 行き過ぎ て し 

まふので 私 は、 はじめ 彼等 は 何 か 原始的の 捉に 従順で、 

異人 族と 言葉 を か はすの を 潔しとしないの だら う —— 

と 思った 程で あつたの だ。 私 は それと はおよ そ 反対の 

情火が それ 程まで はげしく 彼等の 胸のう ちに 炎え てゐ 

たかと いふ こと は、 さっき 池の ほとりで 白 ハチ スの花 



束 を 持って来た 若者に 会 ふまで 気づき もしなかった の 

である。 

馬が 店先に とまった らしい。 口笛の 合図 はこの 馬車 

の 手綱に なれて ゐる 妻で ある —— 切りに 口笛が 鳴る の 

に 一 同の 者 は、 身う ごき もせずに 突ッ 伏して ゐる ばか 

りなので 私が、 扉 を あけて 見る と、 馭者 台に ならんで 

ゐ るチル 子と 妻であった。 

「案外 早 か つ たぢ やな い か —— 」 

「だってお なか > 空いて しまつ たんです もの —— うつ 

かりして ゐ たら あなた はお 弁当の 袋 を 背中に つけた 

ま、、 来て しま ふんです もの …… 」 



「や あ …… それ は 失敗った ご 

なる 程 私 は、 未だに リュック. サック を 背中に つけ 

てゐ る。 

「降して —— 」 

「手 をと つ て フ ラフラ だ わご 

憐れな 二人の 婦人 は、 わざと 仰山に そんな こと をい 

ふので 私 は 慌て ゝ 馭者 台の 傍らにす ゝみ 寄り、 先づチ 

ル子を 抱き 降 さう とすると、 彼女 は 軽く 首 を 振って、 

途中で 靴 を 落して しまった —— o 

「あまりの 空腹で 馬車 をと めて 拾 ふの も 苦しかった か 

ら、 その ま、 来て しまった のよ。 橋の 一 二 町 先の 大き 



な キヤべ ッ 畑の 近くの 辺 だから …… 」 

直ぐ 拾って 来て くれ —— とい ふ 意味ら しかった。 で、 

私 は ともかく 背中の 袋 を 妻に 渡し、 何だか 厭に 蒸し暑 

くな つたので 上着 を 脱いで、 一走りで 靴 を 拾って 来よ 

うと 思 ひ、 その わけ を、 ちょっと 扉のう ちに 向って い 

ひ 残さう とした 刹那であった！ 薄暗い 酒場の 彼方 此 

方に 凝つ と 蹲って ゐた 連中が 突然 パネに はぢ かれた や 

うに 飛び あがった かと 見る と、 凄じい 物音 をた て、 一 

勢に、 或 者 は 窓から、 或 者 は 扉 を 蹴って、 猛烈な 勢 ひ 

で 街道 を 駆け出して 行った。 

私 は、 思 はず 呆然と して 彼等の 後 姿 を 眺めた、 V けで 



あった。 —— 靴 を 落して 来た 云々 のい きさつ を 彼等 は 

聞き込んで、 得たり とこの 挙に 出で たので ある。 

一 団の 競争者 は 見る 間に 橋 を 渡り、 野菜畑の 辺に 到 

着す ると、 戦線の 散兵の やうに 見事に 左右に 飛び散つ 

た。 そして、 地に 身 を 伏せる かの やうに こ、 V ん で徐々 

と 這 ひま はって ゐた。 

「この 先着 者 に は、 何 んな 感謝 を 示す ベ きが 当然 だ ら 

う？」 

私 は、 何時の間にか 云 ひやう のない 憂鬱 —— 見たい 

な 思 ひに 襲 はれながら、 そんな こと を 云った が、 チル 

子 も 妻 も、 返事 をす るの も 忘れて、 ぼんやりと 不思議 
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